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令和 3 年度市民後見人養成講座 

学事報告 
 

1. 講座のカリキュラム 
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2. 講座の概要 

・講座の目的：地域において後見人として活動するために必要な知識と経験を習得すること 

・開催期間：令和 3 年 10 月 23 日～令和 4 年 3月 26 日 

・講座内容：座学(45 時間)＋ 実習(15 時間)＝ 合計 60 時間 

 

 

3. 履修状況 

・受講者数：116 名、 修了者数：107 名、 修了率：92％ （3 月 25 日時点） 

 

 

4. 理解度確認テストの結果1 

・平均点：66 点、 最高点：100 点、 最低点：27 点 

・及第点(50 点以上)の割合： 83％ 

・合格点(70 点以上)の割合： 40％ 

 

 

5. 成果物の評価 

(1) 受講生全体の評価 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
  

 
1 及第点(50 点以上)とは、座学を必要最低限習得していると認められる水準のことを指し、及第点を取れば理解度確

認テストの修了要件は満たされる（レポート提出による救済措置あり）。他方、合格点(70 点以上)は、座学を十分に

習得していると認められる水準のことを指す。 

成果物は 10 段階で評価 

・優＝Ａ評価（Ａ+, Ａ, Ａ-）
・良＝Ｂ評価（Ｂ+, Ｂ, Ｂ-）
・可＝Ｃ評価（Ｃ+, Ｃ, Ｃ-）
・不可＝Ｄ評価（Ｄ） 
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6. 講座を通じた成果2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 講座全体に対する評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2 6 と 7 の項目は、講座終了後に受講生に対して実施したアンケート調査の結果の内、主要な部分を示したものであ

る。 
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⑪講座を通じて知的に刺激され、さらに発展的に学

習したくなった。

⑫講座を通じて社会的意識を刺激され、社会活動を

行う意欲が受講前よりも強くなった。

⑬講座を通じて、後見制度に関する知識と技術を十

分に習得することができた。

講座を通じた成果に関する

肯定的回答（「そう思う」＋「ある程度そう思う」）の割合

(n=72)
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⑭全体として講座の内容を評価すると、100点満点で何点になりますか。

（平均 87.4点）

(n=70)


